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地域を盛り上げる地魚(リージョナルフィッシュ)を作る
産地×品種により生まれる魚が地域の産業振興につながると信じて

出所：edit oita、宇和海の幸問屋、REACH STOCK HP、真岡市HPより

豊予海峡の大分側で獲れたマアジ 対岸の愛媛側で獲れたマアジ

福岡のイチゴ：あまおう 栃木のイチゴ：とちおとめ

品種は同じ

品種も違う
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会社概要
品種改良を進めるために京大・近大の技術でスターﾄアップを設立

企業名
 リージョナルフィッシュ株式会社

創業  2019年4月10日

社員数  75名（博士号25名超）

住所
 京都市左京区吉田本町36番地1

京都大学国際科学イノベーション棟

事業概要
 ゲノム編集技術を用いた品種改良、
および養殖自動化技術に係る研究、
開発、マーケティング、企画、販売

その他

会社概要 大学発ベンチャー

リージョナルフィッシュの由来は「地魚」

出所：各社HP、日本経済新新聞より

➢ 京都大学と近畿大学のゲノム編集に係る共同
研究の成果を社会実装するベンチャー企業

ゲノム編集技術

完全養殖技術

技術

人材

知財

最優秀賞

農林水産大臣賞

主なアワード
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超高速の品種改良
ゲノム編集技術により短期間かつ計画的に魚の新品種を生み出す

VS

例えば

ゲノム編集育種

2~3年

選抜育種

30年以上

ゲノム編集トラフグ

野生型トラフグ
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1社ではなく、みんなで水産業を盛り上げる
創業5年で弊社の夢/事業を応援いただける90団体超の機関と協業

出所：各社HPより

地元関係者

公的支援機関

+6社

+18団体

+3校

資本提携資本業務提携 養殖事業者アカデミア

+3社

業務提携

+67億円
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地域での生産体制の整備
志を持つ大企業との合弁を組み、地域と連携しながら量産化を推進

• 今後7年間で各地と連携して全国20拠

点で陸上養殖施設を設置し、持続可能

な養殖業と地域の産業振興を目指す

産業振興

資源回復 雇用創出

品種改良を活用した水
産物のブランド化など

産業振興へ貢献

養殖場や
周辺産業で

地元雇用の創出

天然資源に
依存せず

「海を休ませる」

NTTとの合弁会社の設立（資本金92億円） 各地域からの引き合い
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